
声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
　
に
つ
い
て

ー
⊥
肯
楽
譜
に
お
け
る
言
語
事
象
の
現
れ
の
一
例
と
し
て
1

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
節
博
士
付
属
の
「
火
」

二
、
漢
字
と
漢
字
の
間
に
付
さ
れ
る
「
火
」

三
、
和
語
の
場
合

お
わ
り
に

は
じ
め
に

浅

　

田

　

健

　

太

　

朗

声
明
譜
の
本
来
の
性
質
は
音
楽
を
忠
実
に
視
覚
化
す
る
事
に
有
る
。
従
っ
て
言
語
資
料
と
し
て
は
特
殊
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

ヽ

そ
の
中
に
も
言
語
性
を
反
映
し
て
い
る
表
記
事
象
が
混
在
し
て
い
る
。
声
明
資
料
に
は
様
々
な
補
助
記
号
に
よ
る
注
記
が
用
い
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
音
声
を
視
覚
化
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
り
、
節
博
士
と
共
に
声
明
譜
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
補
助
記
号
の

（1）

内
「
火
」
は
長
短
記
号
と
さ
れ
、
音
楽
に
と
っ
て
重
要
な
音
の
長
さ
を
指
定
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
音

楽
的
機
能
と
し
て
重
要
な
記
号
さ
え
も
、
声
明
が
言
語
と
関
わ
っ
て
い
る
以
上
、
言
語
と
無
関
係
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
補
助
記
号
「
火
」

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三



鎌
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が
音
楽
性
の
み
な
ら
ず
言
語
性
を
も
反
映
し
て
い
る
事
を
、
実
際
の
声
明
譜
か
ら
用
例
を
提
示
す
る
事
に
よ
っ
て
指
摘
し
て
み
た
い
。

（2）

日
本
古
典
音
楽
の
譜
に
は
広
く
補
助
記
号
「
火
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
箪
譜
の
藤
原
師
長
撰
『
仁
智
要
録
』
で
は
「
火
」
を
「
絃

移
之
問
／
火
急
也
」
と
す
る
記
述
が
有
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
音
と
音
の
間
を
速
く
（
火
急
に
）
移
動
す
る
事
が
「
火
」
の
音
楽
的
符
号
と

し
て
の
機
能
で
あ
る
と
規
定
出
来
る
。
金
田
一
春
彦
博
士
は
国
語
学
的
見
地
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
音
楽
的
符
号
が
「
無
声
化
の
し
る
し
」
で

（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
金
井
氏
は
実
際
に
そ
れ
を
実
証
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
和
語
の
場
合
で
あ
り
、
字
音
の
場
合
は
論

じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
声
明
譜
と
い
う
人
間
の
音
声
を
文
字
上
に
痕
跡
化
す
る
と
い
う
試
み
の
中
で
、
補
助
記
号
「
火
」

が
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
か
を
字
音
の
場
合
を
中
心
に
観
察
し
、
そ
の
記
号
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

さ
て
、
声
明
譜
に
見
ら
れ
る
「
火
」
を
観
察
し
た
所
、
そ
の
用
例
は
次
の
よ
う
に
分
類
出
来
る
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
影
印
と
共
に
次

（5）

に
載
せ
る
。

字
と
字
の
間
の
　
「
火
」

補
助
記
号
「
火

節
博
士
付
属
の
　
「
火
」

4

月

月
節
博
士
に
直
接
付
さ
れ
て
い
る
も
の
・
・
…
・

節
博
士
付
属
仮
名
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の

よ

ト

を

岳

｛

し

そ
の
他
の
　
「
火
」

①
本
尊

ト

　

J

h

t

大
原
三
千
院
蔵
胎
蔵
界
金
剛
界

謙
譲
東
寺
観
智
院
蔵
法
則
集

′
一
7
．
ヱ
耳

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
要
略
集

ー．
ブ

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形
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蜃

患

一

五

一

ク

！

、－
1

．

・

予

大

原

三

千

院

蔵

九

条

錫

杖

左

　

、

ゝ
軒
を

大
原
三
千
院
蔵
戒
讃
欺
井
訓
伽
陀

ゆ

で

l・・ノ

あ
ー

隼
甘

大
原
三
千
院
蔵
慈
恵
大
師
供
次
第

患大原三千
院
蔵
九
条
錫
杖

圭
を

大
原
来
迎
院
如
来
蔵
慨
悔
講
読
文

凄
轡覚如

版
法
華
俄
法

r「
へ大原．
三
千
院
蔵
修
正
唱
礼

の
戻
れ
－
匝
お
れ
監

ネ
忽

拝
牟
＼
大
原
三
千
院
蔵
九
条
錫
杖

以
下
で
は
、
節
博
士
付
属
の
「
火
」
（
①
②
）
、
字
間
の
「
火
」
（
③
）
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
時
代
毎
に
考
察
す
る
。

二
．
・
節
博
士
付
属
の
　
「
火
」

こ
こ
で
扱
う
節
博
士
付
属
の
　
「
火
」
と
は
、
本
文
の
漢
字
で
表
さ
れ
る
音
の
節
を
示
し
て
い
る
節
博
士
の
上
或
い
は
下
に
　
「
火
」
　
の
注
記

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
　
に
つ
い
て

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
多角形

tosho-seibi-repo
多角形
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が
為
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。

ま
ず
、
鎌
倉
時
代
写
の
資
料
の
用
例
を
挙
げ
る
（
「
火
」
が
付
さ
れ
る
節
博
士
が
存
す
る
字
に
傍
線
を
引
く
。
ま
た
、
括
弧
内
は
曲
目
。
尚
、

漢
字
間
の
合
符
は
省
略
し
た
）
。

三
千
院
蔵
九
條
錫
杖
（
鎌
倉
時
代
文
永
七
年
（
二
一
七
〇
）
写
、
天
台
系
）

（
九
候
錫
杖
）
銅
杖
　
↓
切
　
倒
（
　
萄
獣
　
萄
轟
　
劃
生
　
魂
得
　
魂
療

（
俳
名
）
珊
倉
　
渕
受
　
対
衆

本
資
料
で
は
、
節
博
士
そ
の
も
の
に
付
さ
れ
る
「
火
」
は
少
な
く
（
「
↓
切
」
の
み
）
、
他
は
節
博
士
に
付
属
し
て
い
る
仮
名
に
更
に
付
随

し
て
い
る
（
前
頁
②
参
照
）
。
更
に
、
こ
れ
ら
は
節
博
士
の
終
着
点
に
配
置
さ
れ
る
仮
名
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
（
例
外

は
「
倒
（
」
「
司
獣
」
「
瑚
轟
」
）
。
終
着
点
に
配
置
さ
れ
る
節
博
士
付
属
仮
名
は
途
中
に
配
置
さ
れ
る
も
の
と
の
対
比
上
、
母
音
の
響
き
を
持

（6）

た
な
い
入
声
音
か
、
促
音
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
節
博
士
付
属
仮
名
に
多
く
「
火
」
が
付
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
節
博
士

付
属
仮
名
を
短
く
、
母
音
を
発
声
せ
ず
に
唱
え
る
事
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

右
の
例
で
は
、
節
博
士
付
属
仮
名
は
「
ク
」
（
「
錫
杖
」
「
俗
（
」
「
毒
獣
」
「
毒
轟
」
「
畜
生
」
「
速
得
」
「
或
癖
」
）
、
「
フ
」
（
「
圏
受
」
）
、
「
イ
」

（
「
剣
合
」
「
刻
衆
」
）
で
あ
り
、
「
イ
」
以
外
は
入
声
韻
尾
字
に
付
い
て
い
る
。
節
博
士
付
属
仮
名
が
終
着
点
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

は
当
該
漢
字
が
入
声
音
或
い
は
促
音
で
読
ま
れ
る
事
を
示
し
て
い
る
事
か
ら
、
こ
れ
ら
「
ク
」
「
フ
」
に
付
し
て
あ
る
「
火
」
の
例
は
入
声
音
・

促
音
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
入
声
字
の
内
促
音
化
の
環
境
に
有
る
の
は
「
フ
」
の
「
摂
受
」
の
み
で
、
他
は
促
音
化
の
環

（7）

境
に
無
い
。
従
っ
て
「
火
」
が
付
し
て
あ
る
節
博
士
付
属
仮
名
「
ク
」
は
入
声
音
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

因
み
に
古
内
入
声
字
（
節
博
士
付
属
仮
名
「
ツ
」
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
）
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
右
の
「
ク
」
「
フ
」
の
例
は
終
着
点



に
配
置
さ
れ
て
い
る
事
で
既
に
促
音
・
入
声
音
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
猶
「
火
」
を
付
し
て
あ
る
と
い
う
事
に
関

し
て
は
、
音
韻
と
し
て
入
声
音
の
位
置
が
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
名
「
ツ
」
「
ク
」
「
フ
」

で
統
合
さ
れ
る
音
韻
的
範
疇
が
、
「
ツ
」
の
場
合
は
促
音
・
入
声
音
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
ク
」
は
促
音
・
入
声
音
を
、
「
フ
」

は
促
音
を
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
密
に
は
含
ん
で
い
な
い
と
い
う
当
時
の
意
識
が
、
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
出
来
る
。
つ
ま
り
、

単
独
の
仮
名
が
入
声
音
・
促
音
を
示
す
事
が
出
来
る
「
ツ
」
の
場
合
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
火
」
を
付
す
必
要
が
無
く
、
逆
に
入
声
音
或
い
は
促

音
を
示
す
事
が
出
来
な
い
「
ク
」
「
フ
」
の
場
合
は
短
音
記
号
で
あ
る
「
火
」
を
付
す
事
に
よ
っ
て
そ
れ
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
剰
合
」
「
対
衆
」
の
二
例
は
節
博
士
付
属
仮
名
「
イ
」
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
、
「
火
」
は
純
粋
に
入
声
音
や
促
音
を
示

す
の
で
な
く
、
単
に
指
定
さ
れ
た
音
を
短
く
或
い
は
子
音
の
み
で
発
声
す
る
事
を
示
し
て
い
る
と
見
る
事
が
出
来
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
資
料
で
は
多
く
の
「
火
」
が
入
声
韻
尾
を
示
す
節
博
士
付
属
仮
名
「
ク
」
「
フ
」
に
付
し
て
あ
り
、
し
か
も
そ
の
節
博

士
付
属
仮
名
は
節
博
士
の
終
着
点
に
付
し
て
あ
る
入
声
韻
尾
を
指
し
て
い
る
の
で
、
本
資
料
に
お
け
る
「
火
」
は
言
語
的
な
要
因
（
具
体
的

に
は
促
音
や
入
声
音
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
事
が
多
い
と
言
え
る
。
但
し
そ
れ
が
全
て
で
は
な
く
、
入
声
韻
尾
以
外
の
も
の
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
、
必
ず
促
音
・
入
声
音
を
示
す
訳
で
は
な
く
、
音
楽
的
な
長
短
を
示
す
機
能
を
果
た
す
中
で
、
言
語
的
な
要
因
が
音
の
長
短
に

介
入
し
、
結
果
と
し
て
促
音
・
入
声
音
を
示
す
事
が
有
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
次
に
示
す
資
料
で
は
更
に
顕
著
で
あ
る
。

金
沢
文
庫
蔵
秘
讃
類
棄
集
（
鎌
倉
時
代
延
慶
二
年
（
二
二
〇
九
）
写
、
真
言
系
）

（
緊
那
羅
天
讃
）
酬
南

金
沢
文
庫
蔵
式
柳
尊
唐
音
讃
（
鎌
倉
時
代
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
写
、
真
言
系
）

（
薩
）
対
心

（
法
）
萄
利声

明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
　
に
つ
い
て

二
二
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

東
寺
蔵
法
則
集
（
鎌
倉
時
代
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
写
、
天
台
系
）

（
五
悔
）
嘲
妙
　
劉
合
　
諭
有
　
刺
生
　
所
懐
．
劉
喜
　
樹
智
　
喝
喜
　
刊
失
　
不
利
戯
　
八
l
難
　
碗
呑
．
錮
剛
　
剰
毘

（
九
方
便
）
剣
三
　
剣
寛
　
嘲
蜜
　
樹
種
．
鄭
口
　
刻
生
　
執
心
　
噛
有
　
刺
住
　
剰
毘
　
圏
句
　
嘲
婆

三
千
院
蔵
戒
讃
歎
井
訓
伽
陀
（
鎌
倉
時
代
中
期
写
、
天
台
系
）

（
戒
讃
歎
）
圃
趣
（8）

覚
如
版
法
華
俄
法

（
法
華
俄
法
）
嘲
．
矧

金
沢
文
庫
蔵
聖
宣
本
声
明
集
（
鎌
倉
時
代
写
、
天
台
系
）

（
梵
唄
）
笥
　
不
思
璃
　
敬
袖
　
供
萄

（
三
條
錫
杖
）
珊
心
　
執
持

（
九
條
錫
杖
）
嘲
願
　
寄
提
　
嘲
羅
蜜
一
切
　
到
着
　
痢
者
　
薗
菩
提
　
瑚
獄
　
矧
脱
　
過
劃
　
現
在

（
毀
形
唄
）
毀
瑚
守
　
願
劇

（
三
礼
）
倒
傭

（
梵
唄
）
如
来
鋤
　
色
剣
　
世
瑚

（
濯
傭
頒
）
徳
田

（
御
前
頒
）
司
提
　
法
則

（
惣
料
簡
章
）
刊
起

金
沢
文
庫
蔵
文
保
三
年
仮
名
暦
紙
背
蟄
明
集
（
鎌
倉
時
代
写
、
天
台
系
）

（
講
師
撃
経
題
様
）
嘲
無
　
鋤
法



金
沢
文
庫
蔵
南
山
進
流
聾
明
集
（
鎌
倉
時
代
写
、
真
言
系
）

（
胎
蔵
界
）
恭
劉
敬
礼
　
凰
作
　
ヨ
大

（
梵
音
）
十
対
．
到
無

金
沢
文
庫
蔵
秘
讃
集
（
鎌
倉
時
代
写
、
真
言
系
）

（
又
日
）
刻
羅

（
反
音
）
酬
扇

金
沢
文
庫
蔵
念
涌
（
鎌
倉
時
代
写
、
真
言
系
）

（
彿
眼
）
圏
疇
　
倒
曳
　
側
曳
　
痢
鳥
　
底
薗

（
不
動
）
劉
摩
　
謝
矧
．
珂
多

（
南
部
）
叫
鎖
　
縛
団
．
嘲
欠
　
嘲
欠
　
阿
固
　
執
都
　
時
刻
　
尾
楓
　
都
鋤
　
時
刻

（
金
輪
）
嘲
畔
　
嘲
咋

金
沢
文
庫
蔵
妙
音
天
讃
（
鎌
倉
時
代
写
、
真
言
系
）

ヨ
晶
ヌ
　
嘲
南
　
刺
羅
　
蘇
測

金
沢
文
庫
蔵
供
養
費
（
鎌
倉
時
代
写
、
真
言
系
）

蘭
荘
　
諸
瑚

以
上
の
資
料
に
お
け
る
「
火
」
　
の
用
例
は
、
そ
の
殆
ど
が
入
声
韻
尾
字
で
は
な
く
、
入
声
字
は
「
族
脊
」
「
法
心
」
「
福
智
」
「
八
難
」
「
莫

三
」
「
増
有
」
「
剰
趣
」
「
剖
持
」
「
嘲
菩
提
」
「
創
作
」
「
時
刻
」
に
限
ら
れ
る
。
更
に
、
「
火
」
の
節
博
士
に
お
け
る
位
置
に
着
目
し
て
み
る
と
、

節
博
士
の
半
ば
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
節
博
士
の
半
ば
に
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
節
博
士
で
示
さ
れ
て
い
る
節
の

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇

中
で
そ
の
部
分
を
短
く
す
る
事
で
あ
る
か
ら
、
入
声
音
や
促
音
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
節
博
士
半

ば
に
付
さ
れ
て
い
る
「
火
」
は
言
語
的
な
要
因
で
な
く
、
音
楽
的
な
要
因
で
付
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
『
東
寺
蔵
法
則
集
』
に

お
け
る
「
族
春
」
「
法
心
」
「
福
智
」
「
莫
三
」
は
節
博
士
の
終
着
点
に
「
火
」
が
付
し
て
あ
り
、
こ
れ
ら
は
入
声
音
或
い
は
促
音
を
示
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
南
北
朝
時
代
書
写
の
資
料
に
目
を
転
じ
る
。

三
千
院
歳
修
正
唱
礼
（
南
北
朝
時
代
写
、
天
台
系
）

（
梵
唄
）
色
l
身

随
心
院
蔵
琶
明
集
（
南
北
朝
時
代
写
、
真
言
系
）

（
九
催
錫
杖
）
翻
心

（
九
條
）
坤
師
一
鉢
　
癖
者

三
千
院
蔵
胎
蔵
界
金
剛
界
（
南
北
朝
時
代
写
、
天
台
系
）

対
等

理
趣
三
味
法
則
（
南
北
朝
時
代
写
、
真
言
系
）

劃
剛
　
珂
　
嘲
界
　
境
界
　
命
一
切

俳
名
合
法
則
（
南
北
朝
時
代
写
、
真
言
系
）

説
　
普
願
　
眞
際

南
北
朝
時
代
の
資
料
に
お
い
て
も
入
声
韻
尾
字
に
付
さ
れ
る
「
火
」
は
多
く
な
い
。
し
か
し
「
匂
身
」
の
「
火
」
は
節
博
士
の
終
着
点
に



配
置
さ
れ
る
節
博
士
付
属
仮
名
「
キ
」
に
付
さ
れ
て
い
る
の
で
喉
内
入
声
音
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
↓
鉢
」
は
節
博
士
の
長

さ
が
短
い
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
終
着
点
よ
り
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
促
音
化
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
そ
の
他
の
例

は
入
声
字
で
な
か
っ
た
り
、
節
博
士
の
途
中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
音
楽
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

次
は
室
町
時
代
書
写
の
資
料
の
用
例
を
挙
げ
る
。

上
野
学
園
蔵
法
華
俄
法
（
室
町
時
代
永
享
三
年
（
一
四
二
二
）
写
、
天
台
系
）

（
法
華
憤
法
）
観
衆

上
野
学
園
蔵
要
略
集
（
室
町
時
代
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
写
、
真
言
系
）

（
云
何
唄
）
困
観

（
散
華
）
ン
圃
　
囲
園

（
封
揚
）
ヨ
密
　
密
教
l

興
l
隆
　
倒
法

（
呉
章
二
礼
）
帰
l
依

（
唄
）
句
　
薗
　
切
l

（
四
弘
）
剰

（
俳
名
）
矧

－

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

1

1

1

1

　

　

　

　

－

　

－

　

　

　

　

－

・

1

1

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

－

・

．

・

．

・

1

　

　

　

　

　

　

－

一

－

　

　

　

－

　

1

・

慮
　
金
剛
一
乗
　
深
　
ン
願
　
此
功
　
此
功
　
衆
生
　
成
備

謹
誠
　
誠
密

威
光
　
威
測
　
光
嘲
．
矧
成
　
矧
成
l
1
－
1
到
成
l
　
正
l
党
．
酬
家
　
薗
欒
　
萄
願
　
受
者
　
除
災
与

．

．

1

－

－

　

　

－

1

1

　

　

．

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

－

　

　

　

　

－

　

－

一

　

　

　

　

　

－

　

　

1

　

　

　

　

　

　

－

　

　

1

　

　

　

　

　

　

－

　

　

1

平
刊
筍
．
利
益
　
側
性
　
深
妙
　
金
　
剛
　
手
　
菩
　
金
　
手
　
菩

併
　
願
　
衆
　
願
　
衆
　
帰
　
法

『
要
略
集
』
に
お
い
て
は
、
非
常
に
頻
繁
に
「
火
」
の
注
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
付
さ
れ
て
い
る
字
も
入
声
字
だ
け
で
な
く
様
々
な
字

に
付
さ
れ
て
お
り
、
特
徴
は
見
出
し
得
な
い
。
と
い
う
事
は
、
そ
れ
が
音
韻
的
、
或
い
は
言
語
的
要
因
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
に
つ
い
て



鎌
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時
　
代
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く
、
音
楽
的
要
因
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
事
を
示
唆
す
る
。

ま
た
、
こ
の
資
料
に
お
い
て
は
長
い
節
博
士
の
ど
こ
に
「
火
」
が
注
記
さ
れ
て
い
る
か
が
明
確
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
有
る
（
先
掲
影
印
の

（9）

①
を
参
照
）
。
こ
の
事
は
唱
え
る
音
の
ど
の
部
分
を
短
く
す
る
か
と
い
う
音
楽
的
な
要
素
を
細
か
く
指
定
し
て
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
「
火
」
注
記
の
基
本
的
な
性
質
は
発
声
の
短
さ
を
指
定
す
る
事
に
有
り
、
そ
れ
が
入
声
字
に
付
さ
れ
る
事
に
よ
り
、
言
語
的
な
要
因
が

副
次
的
に
介
入
し
て
入
声
音
・
促
音
を
示
す
事
に
な
る
と
言
え
る
。

以
上
節
博
士
付
属
の
　
「
火
」
に
つ
い
て
観
察
し
た
。
総
じ
て
節
博
士
付
属
の
「
火
」
は
、
音
楽
的
要
素
が
強
く
、
単
に
指
定
す
る
発
声
を

短
く
す
る
事
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
真
言
系
の
資
料
で
は
顕
著
で
あ
る
が
、
天
台
系
、
特
に
『
三
千
院
蔵
九
催
錫
杖
』
で
は
多
く
が
入
声

字
の
節
博
士
付
属
仮
名
に
付
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
　
「
火
」
　
の
性
質
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
真
言
系
で
は
音
楽
的
要
因
か

ら
「
火
」
が
付
さ
れ
る
事
が
多
く
、
天
台
系
で
は
言
語
的
要
因
か
ら
付
さ
れ
る
事
が
多
い
。
但
し
天
台
に
お
い
て
も
入
声
字
以
外
の
字
に
付

さ
れ
る
事
は
珍
し
く
な
い
た
め
、
基
本
的
に
は
音
楽
的
要
因
、
つ
ま
り
発
声
を
短
く
す
る
事
を
指
定
す
る
記
号
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
節
博
士
付
属
仮
名
に
「
火
」
が
付
し
て
あ
る
場
合
は
、
殆
ど
の
節
博
士
付
属
仮
名
は
終
着
点
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
入

声
音
・
促
音
を
指
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
「
火
」
そ
の
も
の
が
終
着
点
に
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
そ
れ
が
入
声
韻
尾
字
で
あ
る

場
合
は
入
声
音
。
促
音
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、
「
火
」
は
基
本
的
に
は
音
楽
的
要
因
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
性
格
を
利
用
し
て
言
語
的
現
象
を
視
覚
化
す
る
事
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
時
代
に
よ
る
差
異
は
明
確
で
な
い
が
、

強
い
て
言
え
ば
古
い
、
鎌
倉
時
代
の
資
料
に
言
語
的
要
因
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
「
火
」
が
多
い
と
言
え
る
。

二
、
　
漢
字
と
漢
字
の
間
に
付
さ
れ
る
　
「
火
」



次
に
漢
字
と
漢
字
の
間
に
付
さ
れ
る
「
火
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
先
の
節
博
士
付
属
の
　
「
火
」
が
一
つ
の
字
に
つ
い
て
指
定
し
て
あ
る
音

程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
関
し
て
の
注
記
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
漢
字
の
間
に
付
さ
れ
る
「
火
」
は
、
そ
の
形
式
か
ら
漢
字
と
漢
字
、
或

い
は
漢
字
そ
れ
ぞ
れ
が
示
す
発
声
と
発
声
の
関
係
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
時
代
毎
に
用
例
を
示
す
（
「
火
」
の
位
置
は
資
料
に
よ

っ
て
字
間
の
左
と
右
の
両
様
が
有
る
が
、
特
に
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
な
い
為
、
便
宜
的
に
全
て
右
側
に
付
し
て
示
す
）
。

三
千
院
蔵
九
條
錫
杖
（
鎌
倉
時
代
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
写
、
天
台
系
）

（
九
催
錫
杖
）
　
那
火
～
　
一
火
～
　
逸
火
者

『
九
億
錫
杖
』
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
「
一
火
～
」
に
お
い
て
「
こ
の
傍
ら
に
「
サ
イ
」
と
振
仮
名
が
付
し
て
あ
る
事
で
あ
る
（
「
く
」

は
恐
ら
く
加
点
者
に
と
っ
て
自
明
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
事
に
よ
る
省
略
。
「
サ
イ
」
と
あ
る
の
で
「
切
」
か
）
。
こ
の
事
は
「
一
切
」
を
「
サ

イ
」
と
発
声
し
た
事
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
火
」
に
よ
っ
て
「
こ
　
の
示
す
音
が
極
端
に
短
く
な
り
、
殆
ど
発

声
し
な
い
状
態
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
現
行
の
真
言
声
明
に
お
い
て
も
、
「
急
」
と
い
う
記
号
に
よ
っ
て
該
当
字
を
殆
ど
発
声
し
な

い
事
が
有
る
。
但
し
こ
の
例
は
「
火
」
が
漢
字
と
漢
字
の
間
と
い
う
よ
り
先
行
字
の
「
二
に
偏
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
例
外
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
対
象
と
な
る
発
声
を
短
く
す
る
と
い
う
「
火
」
　
の
基
本
的
な
性
質
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

因
み
に
こ
の
資
料
で
は
、
先
に
触
れ
た
「
火
」
の
分
類
の
内
、
そ
の
他
の
「
火
」
（
④
）
に
該
当
す
る
も
の
が
現
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
振
仮

名
に
「
火
」
が
付
さ
れ
た
も
の
（
先
掲
影
印
④
上
）
、
他
の
記
号
と
共
に
現
れ
る
も
の
（
先
掲
影
印
④
下
）
が
あ
る
が
、
振
仮
名
に
付
し
た
「
火
」

（10）

は
ず
ら
し
表
記
に
付
さ
れ
て
お
り
、
入
声
音
で
あ
る
事
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
他
の
記
号
と
共
に
現
れ
る
「
火
」
も
前
後
の
両
字
が
密
接
な
関

係
に
あ
る
事
を
指
し
て
お
り
、
両
字
が
示
す
音
声
を
連
続
的
に
す
ば
や
く
発
声
す
る
事
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

三
千
院
蔵
六
種
講
演
（
鎌
倉
時
代
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
写
、
天
台
系
）

（
六
種
）
陀
火
羅
火
尼

三
千
院
蔵
戒
讃
歎
次
第
（
鎌
倉
時
代
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
写
、
天
台
系
）

至
火
心
一
火
切
　
虚
火
空
火
蔵
　
等
火
利
火
益

三
千
院
蔵
慈
恵
大
師
供
次
第
（
鎌
倉
時
代
写
、
天
台
系
）

師
火
聖

二
三
四

覚
如
版
法
華
俄
法
（
鎌
倉
時
代
写
、
天
台
系
）

（
法
華
俄
法
）
十
火
方
　
十
火
方
　
法
火
門
　
現
火
前
　
知
火
経
　
所
火
説
　
亦
火
復
　
法
火
常
　
十
火
方
　
十
火
方
　
十
火
方
　
讃
火
常
火
欒

（
七
彿
通
戒
偶
）
其
火
意
　
是
火
諸
火
沸
　
聖
火
衆

（
後
夜
備
）
無
火
飴

（
黄
昏
）
無
火
情

（
初
夜
）
無
火
情

（
九
條
錫
杖
）
遠
火
謹

一
火
膿
　
波
火
羅
　
波
火
羅
　
波
火
羅
　
波
火
羅
　
波
火
羅
　
波
火
羅
　
具
火
修
　
受
火
苦

金
沢
文
庫
蔵
蟄
明
菜
抄
覚
意
玉
音
博
士
（
鎌
倉
時
代
写
、
真
言
系
）

（
小
慨
悔
）
至
火
心
　
成
火
無
火
上
火
道

金
沢
文
庫
蔵
秘
讃
集
（
鎌
倉
時
代
写
、
真
言
系
）

（
文
殊
梵
語
）
耶
火
縛

金
沢
文
庫
蔵
北
方
天
讃
（
鎌
倉
時
代
写
、
真
言
系
）

室
火
羅
火
受
　
支
火
利



こ
れ
ら
は
「
一
火
切
」
「
十
火
方
」
「
亦
火
復
」
「
法
火
常
」
「
遠
火
撃
「
一
火
鰭
」
の
み
入
声
字
で
、
こ
の
内
促
音
化
す
る
環
境
に
あ
る
の
は
「
一

切
」
「
十
方
」
「
法
常
」
「
二
膿
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
入
声
字
以
外
は
音
韻
的
規
則
性
が
見
出
せ
な
い
の
で
、
「
火
」
は
音
楽
的
な
要
因
か
ら
先

行
字
か
ら
後
行
字
に
す
ば
や
く
移
動
し
発
声
す
る
事
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
出
来
る
。
従
っ
て
喉
内
入
声
字
の
例
は
入
声
音
を
直
接
的
に
示

し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
読
詞
書
が
入
声
音
で
あ
っ
た
た
め
聞
き
手
が
そ
の
発
声
の
短
さ
を
「
火
」
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
し
た
と
い
う
結

果
的
な
側
面
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
も
天
台
系
の
資
料
に
は
促
音
・
入
声
音
と
い
う
言
語
的
な
要
素
を
反
映
し
た
用
例
が
多
い

事
が
指
摘
出
来
る
。

次
に
南
北
朝
時
代
写
の
用
例
を
挙
げ
る
。

三
千
院
蔵
懐
悔
講
読
文
（
南
北
朝
時
代
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
写
、
天
台
系
）

十
火
方
　
昆
火
慮
　
十
火
方
　
十
火
方

四
例
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
内
三
例
は
「
十
火
方
」
で
あ
り
、
促
音
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
千
院
蔵
修
正
唱
礼
（
南
北
朝
時
代
写
、
天
台
系
）

（
供
養
文
）
一
火
切
一
火
切
　
遍
火
満
　
十
火
方
一
火
切
一
火
切

（
唄
間
唱
云
）
波
火
羅
火
密
火
経

（
俳
号
）
過
火
現
　
未
火
来
　
空
火
界
一
火
切

（
俄
悔
発
願
）
帰
火
依
　
天
火
上
　
願
火
巳
火
帰
火
命
一
火
切
火
普
火
念

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
に
つ
い
て
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（
沓
願
）
功
火
徳
　
衆
火
生

「
十
火
方
」
「
一
火
切
」
は
促
音
化
例
で
あ
ろ
う
が
、
他
は
音
楽
的
要
因
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
千
院
蔵
胎
蔵
界
（
南
北
朝
時
代
写
、
天
台
系
）

（
濯
中
音
・
供
養
文
）
遍
火
満
　
十
火
方
一
火
切
一
火
切
　
恭
火
敬
火
礼
　
亦
火
如
火
是
　
遼
火
随
火
喜
　
願
火
救
火
世
火
関
　
亦
火
如
火
是

（
胎
蔵
界
・
四
智
讃
梵
語
）
遍
火
満
一
火
切
一
火
切

（
胎
蔵
界
・
九
方
便
）
恭
火
敬
火
礼
　
不
火
復
火
作
　
悉
火
正
火
帰
火
依
　
諸
火
如
火
来
　
諸
火
合
火
識
　
壷
火
随
火
喜

降
火
法
火
雨
　
浄
火
法
火
界
火
身
　
死
火
苦
火
至
菩
火
提

こ
の
資
料
に
お
い
て
も
入
声
字
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
混
在
し
て
お
り
、
先
行
字
と
後
行
字
の
発
声
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
事
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
諸
例
の
内
、
胎
蔵
界
・
九
方
便
の
例
は
い
ず
れ
も
末
尾
行
か
ら
二
行
目
の
行
末
に
現
れ
る
（
末
尾
行
は
全
て
の

方
便
で
統
一
）
。
従
っ
て
、
最
後
の
「
廻
向
方
便
」
の
「
死
火
苦
火
至
菩
火
提
」
を
除
け
ば
、
「
恭
火
敬
火
礼
」
「
不
火
復
火
作
」
「
悉
火
正
火
帰
火
依
」
「
諸
火

如
火
来
」
「
諸
火
合
火
識
」
「
轟
火
随
火
喜
」
「
降
火
法
火
雨
」
「
浄
火
法
火
界
火
身
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
便
の
同
じ
位
置
に
お
い
て
、
統
一
さ
れ
た
発
声
法

で
読
詣
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
方
便
の
末
尾
行
か
ら
二
行
目
の
行
末
は
、
音
楽
的
に
短
く
発
生
す
る
事
が
統
一
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
問
題
は
、
右
の
八
例
が
三
字
の
間
に
「
火
」
が
二
つ
の
も
の
と
四
字
の
間
に
「
火
」
が
三
つ
の
も
の
が
存
す
る
事
で
あ
る
。
音

楽
的
な
定
型
部
で
あ
る
な
ら
、
全
て
三
字
或
い
は
四
字
で
統
一
さ
れ
る
べ
き
に
も
関
ら
ず
、
な
ぜ
三
字
と
四
字
の
二
種
が
存
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
恐
ら
く
こ
の
問
題
は
、
四
字
の
例
「
悉
火
正
火
帰
火
依
」
「
浄
火
法
火
界
火
身
」
に
含
ま
れ
る
「
悉
正
」
「
法
界
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
促
音
化
の

環
境
に
あ
る
事
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
促
音
化
に
よ
っ
て
「
悉
正
」
「
法
界
」
に
挿
入
さ
れ
る
「
火
」
は
言
語
的
要
因



に
よ
る
発
声
の
緊
密
性
の
現
れ
で
あ
り
、
そ
れ
が
音
楽
的
要
因
に
よ
っ
て
発
声
を
短
く
す
る
部
分
に
含
ま
れ
る
事
に
よ
り
、
そ
の
音
楽
的
定

型
部
自
体
が
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
が
示
唆
す
る
の
は
、
促
音
化
と
い
う
音
韻
的
な
要
因
が
音
楽
的
な
要
因
に
介
入
し
て
い
る

と
い
う
事
で
あ
り
、
「
火
」
は
そ
の
ど
ち
ら
に
も
関
与
し
て
い
る
事
が
窺
わ
れ
る
。

三
千
院
蔵
胎
蔵
界
金
剛
界
（
南
北
朝
時
代
写
、
天
台
系
）

（
供
養
文
）
一
火
切
　
遍
火
滞
　
十
火
方

（
五
悔
）
恭
火
敬
火
礼
　
亦
火
如
火
是
　
願
火
救
火
世
火
間
　
亦
火
如
火
是

（
封
揚
）
金
火
剛

（
供
養
文
）
一
火
切
一
火
切
一
火
切

（
九
方
便
）
恭
火
敬
火
礼
　
不
火
復
火
作
　
悉
火
心
火
帰
火
依
　
諸
火
如
火
来
　
諸
火
含
火
識
　
悉
火
随
火
喜

降
火
法
火
雨
　
浄
火
法
火
界
火
身
　
死
火
苦
火
至
菩
火
提

（
僻
讃
）
梶
火
也
　
地
火
也
　
尾
火
阿
　
鼻
火
夜

こ
の
資
料
に
お
い
て
も
同
様
に
、
「
火
」
は
先
行
字
と
後
行
字
が
発
声
と
し
て
緊
密
な
関
係
に
あ
る
事
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又

本
資
料
の
九
方
便
に
お
い
て
も
先
の
　
「
三
千
院
蔵
胎
蔵
界
」
　
の
　
（
九
方
便
）
　
の
例
と
全
く
同
じ
例
が
出
現
し
、
こ
こ
で
も
音
韻
的
要
因
が
音

楽
的
要
因
に
介
在
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
更
に
、
「
捉
也
」
「
地
也
」
「
尾
阿
」
「
鼻
夜
」
は
振
仮
名
が
そ
れ
ぞ
れ
「
捉
也
　
（
チ
ヤ
）
」
「
地
也

（
チ
ヤ
）
」
「
尾
阿
（
ヒ
ヤ
）
」
「
鼻
夜
（
ヒ
ヤ
）
」
と
付
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
音
訳
部
に
お
い
て
、
「
火
」
の
注
記
に
よ
っ
て
先
行

字
と
後
行
字
の
音
を
結
合
し
、
二
つ
の
漢
字
で
一
つ
の
発
音
を
示
す
事
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
資
料
に
お
い
て
も
、
「
火
」
は
音

楽
的
要
因
の
み
な
ら
ず
、
言
語
的
要
因
に
よ
り
付
さ
れ
て
い
る
事
が
確
認
出
来
る
。

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
　
に
つ
い
て
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次
に
室
町
時
代
書
写
の
資
料
に
お
け
る
字
間
の
「
火
」
の
用
例
を
挙
げ
る
。

二
三
八

上
野
学
園
蔵
要
略
集
（
室
町
時
代
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
写
、
真
言
系
）

（
呉
音
三
礼
）
帰
火
依
　
衆
火
生
　
大
火
衆

上
野
学
園
蔵
法
準
備
法
（
室
町
時
代
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
写
、
天
台
系
）

（
法
華
慨
法
）
敬
火
礼
　
十
火
方
　
十
火
方

（
七
彿
通
戒
備
）
其
火
意
　
是
火
諸
火
傭

（
半
夜
）
　
天
火
常

こ
れ
ら
の
資
料
で
は
全
て
入
声
字
以
外
で
、
先
行
字
と
後
行
字
が
発
声
と
し
て
緊
密
な
関
係
に
あ
る
事
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
漢
字
と
漢
字
の
間
に
存
す
る
「
火
」
の
用
例
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
も
節
博
士
付
属
の
「
火
」
と
同
様
に
、
音
楽
的
な
発
声
の
長
さ

を
指
定
す
る
た
め
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
を
占
め
る
。
促
音
化
・
入
声
音
を
示
す
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
音
楽
的
な
要
因
を
利
用
し

て
、
「
火
」
を
入
声
字
に
使
用
す
る
事
に
よ
り
、
副
次
的
に
促
音
化
・
入
声
音
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
又
、
『
三
千

院
蔵
胎
蔵
界
』
『
三
千
院
蔵
胎
蔵
界
金
剛
界
』
の
（
九
方
便
）
に
見
ら
れ
た
例
の
よ
う
に
音
韻
的
な
要
因
、
す
な
わ
ち
促
音
が
音
楽
的
定
型
部

に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
や
、
『
三
千
院
蔵
胎
蔵
界
金
剛
界
』
の
音
訳
部
に
お
け
る
「
火
」
の
用
法
の
よ
う
に
二
字
で
一
昔
を
示
す
為
に
用
い
ら

れ
る
場
合
も
観
察
さ
れ
た
。
概
し
て
、
「
火
」
は
基
本
的
、
本
質
的
に
は
音
楽
的
短
音
記
号
で
あ
る
と
規
定
で
き
る
が
、
言
語
的
、
音
韻
的
要

因
で
付
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
も
多
い
と
言
え
る
。



三
、
　
和
語
の
場
合

先
引
の
金
井
氏
は
『
四
座
講
式
』
の
版
本
を
使
っ
て
「
火
」
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
が
、
母
音
の
無
声
化
を
起
こ
す
環
境
（
狭

い
母
音
［
・
1
］
［
u
］
が
無
声
子
音
に
囲
ま
れ
て
い
る
場
合
）
に
「
火
」
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
割
合
で
あ
る
と
い
う
。

寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
版

明
磨
二
年
（
一
六
五
六
）
版

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
版

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
版

宝
暦
（
一
七
五
九
以
後
）
版

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
版

二
一
例
中
八
例
（
三
八
％
）

一
九
例
中
六
例
（
三
二
％
）

五
八
例
中
五
六
例
（
九
七
％
）

八
例
中
六
例
（
三
二
％
）

一
五
例
中
五
例
（
三
三
％
）

三
三
例
中
二
七
例
（
八
二
％
）

こ
の
よ
う
に
か
な
り
の
割
合
で
無
声
化
の
起
こ
る
環
境
に
「
火
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
使
用
し
た
資
料
の
中
で
和
語
が
現
れ
る
も

の
は
少
な
い
が
、
そ
の
中
で
「
火
」
が
付
さ
れ
た
用
例
を
全
て
次
に
挙
げ
る
。

金
沢
文
庫
蔵
聖
宣
本
声
明
集
（
鎌
倉
時
代
写
、
天
台
系
）

（
舎
利
讃
嘆
）
ト
ヲ
キ
可
モ
ロ
ト
モ
ニ

（
法
華
経
讃
嘆
）
ワ
カ
エ
珂
コ
ト
バ
　
ク
キ
、
司
り

金
沢
文
庫
蔵
彗
明
集
文
保
三
年
仮
名
暦
紙
背
（
鎌
倉
時
代
写
、
天
台
系
）

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
　
に
つ
い
て

二
三
九
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（
舎
利
讃
嘆
）
司
ト
　
ヒ
ジ
引
ノ

金
沢
文
庫
蔵
柴
邦
歌
詠
上
（
南
北
朝
時
代
写
、
天
台
系
）

（
桑
頭
柴
）
イ
剖
ニ

（
甘
州
）
　
コ
ク
到
ク
ノ
　
観
l
ム
　
ア
パ
レ

（
郎
君
子
）
メ
到
タ
キ
　
メ
到
タ
キ
　
ウ
レ
珂
キ

（
廻
忽
）
ロ
コ
ロ

二
四
〇

こ
の
内
無
声
化
の
環
境
に
あ
る
の
は
「
ワ
カ
エ
シ
コ
ト
ハ
」
「
ウ
レ
シ
キ
」
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
直
ち
に
こ
の
二
例
が
無
声
化
を

反
映
し
て
い
る
と
断
定
は
出
来
な
い
。
ま
た
管
見
に
及
ん
だ
範
囲
で
は
天
台
系
の
資
料
に
し
か
見
ら
れ
な
い
の
で
真
言
系
の
資
料
を
更
に
調

査
す
る
必
要
が
有
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
補
助
記
号
「
火
」
の
用
例
を
観
察
し
、
そ
れ
が
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
き
た
。
声
明
譜
は
あ

く
ま
で
音
楽
の
譜
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
「
火
」
の
基
本
的
な
機
能
も
指
定
さ
れ
た
発
声
を
短
く
す
る
と
い
う
音
楽
的
な
要
請
に
よ
っ
て
付

さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
。
但
し
、
そ
の
よ
う
な
基
本
的
機
能
を
有
す
「
火
」
は
、
言
語
的
・
音
韻
的
要
因
が
音
の
長
短
に
介
入
し
、
結
果
と

へ
〓
」

し
て
促
音
・
入
声
音
を
示
す
事
が
有
る
。

節
博
士
付
属
の
「
火
」
は
入
声
音
・
促
音
を
示
す
節
博
士
の
終
着
点
に
配
置
さ
れ
た
仮
名
に
付
随
し
た
り
、
「
火
」
自
身
が
節
博
士
の
終
着

点
に
配
置
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
入
声
音
・
促
音
を
示
す
例
が
観
察
さ
れ
た
。
又
漢
字
間
の
「
火
」
も
同
じ
く
、
音
楽
的
な
定
型
部
に
促
音
化



と
い
う
言
語
的
要
素
が
入
り
込
ん
で
、
通
常
三
字
を
短
く
発
声
す
べ
き
所
を
促
音
化
を
含
ん
だ
四
字
に
亘
っ
て
「
火
」
が
付
さ
れ
る
と
い
う

現
象
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
か
に
音
楽
的
な
性
格
が
強
い
声
明
譜
と
い
え
ど
も
、
音
韻
的
、
言
語
的
な
要
素
と
無
関
係
で
な
く
、
促

音
な
ど
の
音
韻
的
意
識
を
反
映
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
を
示
唆
し
て
い
る
と
亭
え
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
「
火
」
が
現
す
音
楽
的
長
さ
は
あ
る
程

度
絶
対
的
な
尺
度
で
示
す
必
要
が
有
り
、
そ
の
よ
う
な
絶
対
的
尺
度
を
有
す
「
火
」
が
言
語
的
な
音
の
長
さ
を
も
掬
い
取
る
形
で
声
明
譜
に

現
れ
る
事
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

注
（
1
）
岩
原
諦
信
『
増
補
校
訂
　
声
明
の
研
究
』
（
東
方
出
版
、
一
九
九
七
、
二
五
五
頁
）
に
お
い
て
、
長
短
記
号
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
福
島
和
夫
『
楽
歳
堂
旧
蔵
の
楽
書
解
題
目
録
』
（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
、
一
九
八
七
）

（
3
）
金
田
一
春
彦
「
音
韻
史
資
料
と
し
て
の
真
言
声
明
」
（
『
国
語
学
』
第
四
十
三
韓
、
一
九
六
一
二
一
）

（
4
）
金
井
英
雄
「
母
音
無
声
化
の
史
料
と
し
て
の
声
明
」
（
『
金
田
一
春
彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
第
一
集
』
三
省
堂
、
一
九
八
三
）

（
5
）
本
稿
で
使
用
す
る
資
料
の
内
、
金
沢
文
庫
蔵
の
も
の
は
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
・
著
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
第
七
巻
』
（
便
利
堂
、
一
九
八
四
）
、

同
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
第
八
巻
』
（
便
利
堂
、
一
九
八
六
）
よ
り
、
「
要
略
集
」
は
新
井
弘
順
「
資
料
影
印
要
略
集
」
（
『
東
洋
音
楽
研
究
』
五
〇
、

一
九
八
六
）
よ
り
、
ま
た
そ
の
他
の
資
料
は
影
印
よ
り
利
用
、
転
載
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
6
）
拙
稿
「
声
明
資
料
に
お
け
る
ず
ら
し
表
記
を
巡
っ
て
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
〇
一
韓
、
一
九
九
八
・
九
）

（
7
）
売
入
声
に
つ
い
て
は
、
以
前
そ
の
残
存
の
可
能
性
を
論
じ
た
事
が
有
る
。
「
声
明
譜
に
お
い
て
、
節
博
士
付
属
仮
名
に
よ
っ
て
室
町
時
代
中
期
ま
で

喉
内
入
声
音
の
残
存
が
確
認
出
来
る
。
」
（
前
掲
「
声
明
資
料
に
お
け
る
ず
ら
し
表
記
を
巡
っ
て
」
）

（
8
）
刊
記
無
し
。
天
台
系
。
但
し
仮
名
の
字
体
な
ど
は
先
の
『
大
原
三
千
院
蔵
九
条
錫
杖
』
と
酷
似
し
て
お
り
、
同
じ
く
鎌
倉
時
代
の
資
料
と
し
て
扱
う
。

（
9
）
因
み
に
「
深
」
字
の
「
火
」
に
は
更
に
注
記
（
「
大
ニ
ハ
ヤ
ク
ス
へ
シ
・
ナ
カ
ク
モ
ツ
ハ
甚
夕
非
也
」
）
が
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
「
火
」
が
短
く
発
声

す
る
事
を
指
定
す
る
た
め
の
記
号
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

（
1
0
）
通
常
の
振
仮
名
よ
り
も
字
半
分
ほ
ど
右
に
ず
ら
し
て
あ
る
振
仮
名
。
促
音
・
入
声
音
を
示
し
、
現
代
表
記
の
小
書
き
の
原
形
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
（
沼
本
克
明
『
日
本
漠
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
（
第
六
部
第
五
章
「
促
音
の
小
書
き
表
記
「
ヅ
」
の
史
的
展
開
」
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
）
、

並
び
に
前
掲
拙
稿
「
声
明
資
料
に
お
け
る
ず
ら
し
表
記
を
巡
っ
て
」
）

声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号
「
火
」
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
二

（
1
1
）
因
み
に
促
音
・
入
声
昔
を
示
す
用
例
は
、
和
語
の
場
合
も
含
め
て
「
火
」
の
総
数
三
八
五
例
の
内
、
約
一
五
％
に
あ
た
る
五
六
例
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
十
年
度
鎌
倉
時
代
譜
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
平
成
十
年
八
月
十
二
日
於
広
島
大
学
）
に
お
い
て
発
表
し
た
草
稿
に
加
筆
し
、
修
正
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
て
は
、
諸
先
生
方
よ
り
貴
重
な
御
指
摘
、
御
意
見
を
賜
り
、
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。




